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第1学年 All English Time 学習指導案
日時：平成 23 年 10 月 28 日(金)５校時

指導学級：1 学年各学級

指導者：教諭 北舘 秀章 曽根 弘美

講師 松本 妃未 佐間田佳寿子

１ 題材名

「人や物，商品などの紹介をしよう」

２ 題材の目標

（１）人や物，商品などについて紹介する方法を学び，ペア学習やグループ学習に意欲的に取り組むこ

とができる。

（２）限られた時間の中で効果的に人や物，商品などについて紹介する方法を学び，英語での発表を実

践することができる。

（３）英語での発表を聞き取り，紹介された人や物，商品などの特徴を理解することができる。

３ 指導にあたって

（１）題材観

自分で紹介したい人物や物，商品などを選定し，選定した人物や物について英語で紹介をし，

聞き取り，自分の意見や考えを英語で表現する題材である。

授業を通して，教師のモデルリーディングを理解，参考にし，ペアワークや，グループワーク

を行い，マッピングや英語での情報交換などを通して，生徒が適切な表現方法や発表方法を学び，

発表を実践することができる題材である。

（２）生徒観

英語の学習に対する興味・関心が高く，与えられた課題に丁寧に，一生懸命取り組む生徒が多

い。男女間のコミュニケーションもうまくとれており，ペア学習やグループ学習もスムーズに行

うことができる。また，英語が得意な生徒は，教科書本文に出てくる語彙や表現だけにとどまら

ず，辞書で調べて得た知識や自主学習を通して，新たに学んだことを授業でも活用しようとする

姿勢が見られ，積極的である。反面，英語を苦手としている生徒は，練習問題を解くなどの文法

に関する学習には根気強く取り組めているものの，自己表現が必要となる課題への取組が消極的

な傾向が見られる。

そこで，新出表現や既習文法の使い方を理解し，実際にその表現を使って自己表現させるため

に，パターンプラクティスを行い，文の定着を図ったあとで，生徒にとって興味の持てるテーマ

を設定し，表現活動に移していきたいと考える。そして，1 時間の授業の中で，それぞれの生徒

が「分かった」と思える場面を設定し，達成感をもたせることができるような授業を組み立てて

いきたいと考える。

（３）指導観

新学習指導要領の外国語の目標は，「外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的

にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，聞くこと，話すこと，読むこと，書く

ことなどのコミュニケーション能力の基礎を養う。」である。また，本校の研究テーマは，「かか

わりあいを大切にし，学ぶ楽しさを味わわせる指導の工夫～各教科における言語活動を通して

～」である。そこで，このことを念頭におき，次のことを心掛け，授業を組み立てている。1 点

目は，コミュニケーション能力の基礎を養うための取組として，授業の中で，他者とのかかわり

をもたせるようにしていることである。具体的には，ペアや 3 ～４人編制の学習班，5 ～ 6 人編

成の生活班などで活動する場の設定である。その中で，生徒は会話の練習をしたり，相手の考え

と自分の考えを比べたり，自分のことについて話をしたり，相手の話を聞いたりすることができ
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る。２点目は，新学習指導要領の教材選定の観点にあるように，実際の言語の使用場面を意識し，

生徒の興味関心に即した題材を取り上げることである。そして最後に，視聴覚教材の利用である。

パワーポイントやビデオ，音楽 CD などの利用は，生徒の理解を助けたり，興味関心を高めるこ

とに役立っていると考えられる。

４ 指導計画

時数 学 習 内 容 到 達 目 標 観 点

１ ・教師のモデルリーディングを ・人物や物についての紹介方法 ・人物や物について，英語で

理解する。 を理解することができる。 の紹介方法を理解すること

・実際に自分が紹介したい人物 ・個人でマッピングを行い，紹 ができる。

や物を考える。 介したい人物や物について， ・紹介方法を理解し，マッピ

・原稿作成の注意点を聞き，マ 情報を集めることができる。 ングを共有して，情報を集

ッピングを行う。 めることができる。

２ ・生活班でマッピングを行い， ・マッピングを通して，生活班 ・マッピングを共有して，表

情報交換を行い，考えを共有 で紹介する人物や物を選定す 現方法を理解し，原稿を作

する。 ることができる。 成することができる。

・生活班でマッピングを共有 ・紹介したい人物や物の特徴を ・人物や物の特徴を捉え，英

し，班で紹介したい人物や物 捉え，原稿作成をすることが 文を作成することができ

を選定し，原稿作成を行う。 できる。 る。

・添削を受け，発表練習を行う。

・発音や表現方法を理解する。

・小道具の準備を行う。

１ ・各クラスで発表会を行う。 ・班の仲間と協力して，発表 ・紹介方法を理解し，英語で

(本時) ・各生活班の発表を聞き取り， を行うことができる。 の発表を実践することがで

理解する。 ・相手の発表を聞き取り、理解 きる。

・自己評価を行う。 することができる。 ・相手の発表を聞き取り、理

解することができる。

１ ・学年全体で，各クラス優秀作 ・優秀作品の発表を聞き，今 ・優秀作品の発表を聞き取

品（各２～３点）の発表会を 後の英語学習に対する目標を り，理解することができる。

行う。 持つことができる。

・発表を聞き取り，理解する。

・優秀作品の発表を聞き，評価

と感想を書く。

５ 本時の学習指導

（１）ねらい

① 限られた時間の中で効果的に人や物，商品などについて紹介する方法を学び，英語での発表を

実践することができる。 （表現の能力）

② 英語での発表を聞き取り，紹介された人や物，商品などの特徴を理解することができる。

（理解の能力）
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（２）指導に当たって

本校の研究主題「かかわり合いを大切にし，学ぶ楽しさを味わわせる指導の工夫～各教科にお

ける言語活動を通して～」を受け，英語科の研究主題は，「わかる・できる授業の創造～グルー

プ・ワークを通して～」である。研究主題にせまるため，積極的に学習形態やその活用方法を工

夫・実践している。本題材においては，個人，ペア，グループ活動を利用し，生徒同士の教え合

いや学び合いを通し，生徒同士の高め合い学習を目指していきたいと考える。

そこで，本時の授業では，生徒がペアワークやグループワークを通して原稿を考え，人物や物に

ついての紹介を発表する場面や相手の発表を積極的に聞き取る場面を設定している。具体的な手立

てとして，生徒が適切な英語を用い，正しい文で発表できるように添削指導や音声指導を行ったり，

また，発表内容を理解できるようにヒントとなるキーワードや参考になる表現などを取り入れてい

きたいと考える。

（３）学習指導過程

段階 主な学習活動 生徒の活動 教師の指導と手立て 評価

導入 1 Greeting ・あいさつをする。 ・あいさつをする。

[5 分] 2 Warm-up & ・英語で会話をする。自分の考えや ・英語で会話をする。

Small talk 意見を英語で答える。

展開 3 Presentation ・説明をよく聞き，発表の準備をす ・発表について，注意点を説明す

[35 分] & る。 る。

Evaluation ・評価のしかたについて説明する。

・各生活班で，発表の準備をする。

・発表会を進める。

・適切な英語表現を用いて，相手に ・机間指導をしながら，生徒の発 ① ②

自分の考えを発表する。 表や聞く態度に対し，支援と奨

・相手の発表を聞き取り，人物や物 励を行う。

の特徴について理解する。

・参考になる表現を共有する。 ・参考になる表現があれば，板書

などを通して説明する。

・評価をもとに優秀作品を選定する。 ・クラスの優秀作品を決定する。

4 Evaluation ・自己評価を行う。 ・自己評価について説明をする。

終結 5 Conclusion ・評価シートを回収する。

[5 分]

・仲間の感想や評価を聞き，今回の ・生徒の感想や評価をいくつか発

発表会の成果を共有する。 表する。

・教師のコメントを聞き，今後の英 ・発表を通して，コメントをする。

語学習に対する目標をもつ。

・教師の話を聞き，家庭学習の準備 ・次時の連絡をする。

をする。 ・家庭学習を促す。

6 Greeting ・英語であいさつする。 ・英語であいさつする。
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（４）評価の観点

観 点 評価規準 評価が A となる判断基準 評価が C となる生徒への

支援の手立て

表現の能力 ① 人や物，商品などにつ ・適切な英語表現を用い ・間違いを気にせず，発

いて紹介する方法を理解 て，相手に自分の考え 表できるようアドバイ

し，英語での発表を実践 を伝えようと意欲的に スを与える。

することができる。 発表することができる。

理解の能力 ② 紹介する人物や物につ ・相手の発表を聞き取り，・発表の内容が分かるよ

いて英語で発表し，また， 人物や物の特徴につい うなヒントやキーワー

相手の発表を聞き取り， て理解することができ ドを与える。

内容を理解することがで る。

きる。

（５）準備物

評価シート


